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日時 平成26年 9月28日(日)9:00-16:15 
場所 川越市連雀町周辺地域



































































写真8 おびつ玩具庖 写真9 佐々木医院本館
指令方向
び、つ玩具!古J(黄 5枚) (写真 8)、「県道 15号線沿いのアーケードとシャッターが閉まった庖舗」
(既出)、さらに「佐々木医院本館J(黄4枚、縁 1枚) (写真 9)で、あった。
これらに着目してみると、 Istudio1925Jは古道具・アンティークとカフェレストランの庖にな
っており、建物は大正 14年 (1925年)に建てられた。「昭和を感じる場所、建物、要素など」に
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ついては、外観や飾られている物が対象になっているのに対し、「アメニティ(快適な環境)を感
じた場所」としては、カフェレストランに対し、「おいしそう」などのコメントが得られた。その
他の場所で、「アメニティ(快適な環境)を感じた場所」としてコメントが得られたのは、「佐々
木医院本館」であるが、外観に関するものであり、昭和のイメージを肯定するコメントとなって
いる。「おびつ玩具庖」については「昭和を感じる場所、建物、要素など」に関するコメントのみ
指摘されている。「中央通り 2丁目商!吉会西側のアーケード」、「県道 15号線沿いのアーケードと
シャッターが閉まった庖舗」では、「ディスアメニティ(不快な環境)を感じた場所」に関するコ
メントが得られた。その内容は、前者は歩道の狭さが指摘されているのに対し、後者は閉められ
たシャッターが指摘されている。いずれもアーケードなどの外観は、「昭和を感じる場所、建物、
要素など」として比較的多く認識されているため、得られた課題を克服することによって、魅力
的な場所に変化する可能性を示している。
4.まとめと今後の展望
本事業計画では、 15人の参加者とともに、川越市連雀町周辺地域において、「昭和を感じる場
所、建物、要素など」、「アメニティ(快適な環境)を感じた場所」、「ディスアメニティ(不快な
環境)を感じた場所」を抽出した。それらの多くは、中央通りに集中する傾向にある。しかし、
それ以外の場所でも抽出されていることから、「昭和」の保存、保全には、地域的な視野に基づく
展開が望ましいと考える。また、「昭和を感じる場所、建物、要素など」については、建物や構造
物の外観で判断する傾向にあり、それが厳密に昭和時代に建てられたものでなくても「昭和を感
じる」と判断していることがわかった。
今後は、「昭和を感じる場所、建物、要素など」についてさらに分析していくことに加え、「ア
メニティ(快適な環境)を感じた場所」、「ディスアメニティ(不快な環境)を感じた場所」との
関連牲についても検討することによって、「日召和の街」としてのまちづくりを進める対象地域とそ
の周辺の活性化に寄与するよりよい資料を作成していきたい。また、今回得られた「昭和を感じ
る場所、建物、要素など」、「アメニティ(快適な環境)を感じた場所」、「ディスアメニティ(不
快な環境)を感じた場所」に対するより客観的な見解を得るべく、イベントやワークショップを
実施し、知見を深めていきたい。
